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　はじめに 

　北海道立の試験研究機関では，平成13年度から研究

課題評価が実施されました。林産試験場では14年度の

評価の対象となる新規13課題について事前評価を行っ

たところ，A評価6課題，B評価7課題でした(表1)。ま

た11年度以前から開始した継続7課題について中間評

価を行ったところ，A評価4課題，B評価3課題でした。

この結果については，林産試験場ホームページ(http:// 

www.fpri.asahikawa.hokkaido.jp)に公表しました。 

　また，12年度に終了した26課題について事後評価

を行ったところ，A評価17課題，B評価8課題，C評価

1課題でした。さらに，10年度に終了した課題のうちで，

北海道水産林務部施策検討プロジェクト研究2課題に

ついて追跡評価を行ったところ，A評価1課題，B評価

1課題となりました。この結果は，今後早期に林産試

験場ホームページに掲載する予定です。 

　平成14年度の重点研究課題 

　平成14年度は，新規課題21，継続課題33の計54課

題の研究に取り組んでいます。これらのうちで，主な

ものを紹介します。 

 

　プロジェクト研究 

　林産試験場では，緊急かつ業界などからの要望の強

い重要な課題について，複数の研究科が協力するプロ

ジェクト研究を行っています。平成14年度は，以下の

課題について取り組んでいます。 

①木製屋外遊具・ログハウスの維持管理技術開発 

（高谷企画指導部主任研究員） 

　昭和60年頃，北海道において冬場の公園利用を高め

ようという施策の実施により，木製屋外遊具が広まり

ましたが，費用がかかるため，長期間メンテナンスが

行われていなかったり，鉄製遊具に切り替えられるケー

スが見られます。今後，木製遊具等が利用されるため

には，適切な維持管理技術を開発することが必要です。

そのため，林産試験場内に設置されている木製遊具と

ログハウスを用いて，この技術開発を行っています。 

②木質廃棄物を原料とした敷料生産技術の確立 

（中野利用部主任研究員） 

　平成11年7月に成立した「家畜排せつ物管理適正化

利用促進法」により，家畜ふん尿の堆肥化は屋根付き

堆肥盤をもつ処理施設で行うことが義務づけられまし

た(16年11月まで猶予)。このため今後は，入手しやす

かっただけで用いられてきたおが粉から，処理施設を

効率よく使用するためにふん尿分解速度を速める粉砕

物への切り替えや，産業廃棄物であるバーク，抜根，

住宅解体材の再資源化による大量消費が望まれています。

この要望に応えるために，価格，初期含水率，通気性，

吸水性，乳房炎の心配のない形状などを考慮した敷料

および水分調整用粉砕物の製造技術の確立について検

討しています。 

 

表１　研究課題評価の区分 

A　重要な研究課題であり，優先的に取り組む必要がある。 
B　有用な研究課題であり，できる限り早期に取り組む必要がある。 
C　解決すべき問題点があり，なお検討していく必要がある。 

事前評価 
 

A　十分な研究成果が期待でき，優先的に取り組む必要がある。 
B　一定の研究成果が期待でき，継続的に取り組む必要がある。 
C　今後の見通し等に問題があり，中止を含めた研究計画の見直しが 
　  必要である。 

中間評価 

A　目標を達成し，十分な研究成果が得られている。 
B　目標を概ね達成し，一定の研究成果が得られている。 
C　目標の達成度が低く，十分な研究成果が得られていない。 

事後評価 

A　研究成果が十分に活用され，高い評価が得られている。 
B　研究成果がある程度活用され，一定の評価が得られている。 
C　研究成果が十分に活用されておらず，評価を得られていない。 
 

追跡評価 
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③家具等からのVOCの放散と低減方法の検討 

（梅原利用部主任研究員） 

　住宅のVOC放散には，使用されている建材からだ

けでなく，家具等の調度品や防虫剤等の生活用品など

も大きく影響していると考えられます。建材等に関し

ては次第に改善されつつありますが，家具等について

はVOC放散量の測定方法がほとんど検討されておらず，

今後大きな問題になることが予想されます。そのため，

家具からのVOC放散量の測定方法と評価方法の検討

を行うと同時に，家具の低VOC化についての提案を

目的とした研究を行っています。 

④間伐材等を利用した土木構造物の仕様基準の開発 

（森泉性能部主任研究員） 

　我が国の人工林の多くが間伐期を迎えるなか，間伐

材の有効利用が急務となっています。一方，自然環境

に負荷の少ない木材が注目されており，治山事業など

における土木資材としての用途が期待されます。その

ため，土木構造物用途での木材の経時的な劣化状況の

把握および強度的な耐用年限を予測することにより，

木製土木構造物の耐久性に関する仕様基準を明確にす

る研究を行っています。 

⑤道産エンジニアードウッドの新たな利用技術の開発 

（工藤性能部主任研究員） 

　建築基準法の改正，住宅の品質確保の促進等に関す

る法律(品確法)の施行により，住宅とその部材に対す

る要求が厳しくなり，寸法安定性や剛性に優れたエン

ジニアードウッドへの関心が高まっています。また，

大径材が減少する中で，住宅用構造部材としての需要

が増大している構造用集成材に対する要求性能の高位

等級化の傾向も強まっています。そのため，林産試験

場でこれまで開発してきた道産I形梁の在来構法への

利用を含めた新たな用途の拡大や道産針葉樹材と剛性

の高い木材を組み合わせた異樹種構成集成材の検討を

行っています。 

 

　民間企業との共同研究 

　民間企業との共同研究は，林産試験場と民間企業が

協力して製品開発・技術開発を行う制度です。研究の

成果は，共同研究を行った企業が優先的に使用するこ

とができ，また成果品の特許は，林産試験場（北海道）

と企業が共同で出願できます。 

　ここでは，平成14年度に行う共同研究の課題名を紹

介します。 

①カラマツ材を用いた人道橋の実用化研究 

（工藤性能部主任研究員） 

②燻煙処理木材の性能評価および性能向上に関する研究 

（性能部耐朽性能科） 

③木質系融雪舗装材と自然エネルギーによるロードヒー 

　ティング・システムの実用化　（性能部性能開発科） 

④圧密化木材を用いた機能性床材ならびに床仕様の検討 

（性能部性能開発科） 

⑤ササ食品素材の安定化　　　　（利用部成分利用科） 

⑥木材の高耐久処理技術の開発　（利用部化学加工科） 

⑦蒸気式乾燥装置内の温湿度および風速分布の適正化 

（技術部製材乾燥科） 

⑧高温乾燥対応の蒸気式乾燥装置自動制御システムの

　開発　　　　　　　　　　　　（技術部製材乾燥科） 

⑨導電性物質を用いた発熱合板及び発熱複合パネルの

　開発　　　　　　　　　　　　　　（技術部合板科） 

⑩樹皮及び木炭を用いた緑化資材の開発（技術部成形科） 

⑪釘付き廃木材の加工に関する要素技術の開発 

（技術部機械科） 

⑫食用菌の生理的機能の利用に関する研究 

（きのこ部品種開発科） 

⑬カボチャ種子を利用した食用きのこの新規培地材料

　の開発　　　　　　　　　　（きのこ部生産技術科） 

⑭屋内外対応中型レイズドベッドの開発 

（企画指導部デザイン科） 

 

　民間企業からの受託研究 

　受託研究は共同研究と異なり，民間企業から林産試

験場が研究の依頼を受けて行い，その成果を民間企業

に技術移転する制度です。 

　共同研究との違いは，民間企業が分担する研究分野

がないこと，取得した特許は北海道に帰属することな

どがあります。 

　平成14年度に行う受託研究の課題名を紹介します。 

①等級区分された十勝産カラマツ材の強度性能評価 

（企画指導部デザイン科） 

②針葉樹単板のフェノール樹脂接着特性に関する研究 

（技術部合板科） 

③ホルムアルデヒドキャッチャー剤の性能評価 

（技術部合板科） 
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　産学官の共同研究 

　民間・大学との共同研究は，基礎研究の成果を短期

間に実用化するために効果的であることから，推奨さ

れています。平成14年度は，次の課題に取り組んでい

ます。 

①木質建材からのVOC放散と室内分布性状 

（梅原利用部主任研究員） 

　近年問題となっている室内におけるVOCについては，

品確法の施行，厚生労働省のVOC指針値の制定など，

法的規制が強化され，緊急にVOC濃度の低減を図る

ことが求められています。しかし，北海道において一

般的である高気密住宅での対策については，実際的な

手引きとなるものがないのが現状です。そのため，北

海道立衛生研究所，北海道立北方建築総合研究所，北

海道東海大学および民間企業4社と共同で，高気密住

宅を想定した条件における，木質建材の施工方法や換

気方法・経路などを検討することによって，低VOC

濃度住宅を実現するための研究を行っています。 

 

　その他の主な研究テーマ 

<木材利用の多様化を促進するための技術開発> 

①綱板添え板接合工法の開発　　（性能部構造性能科） 

　鋼板を添え板とする木質部材同士の接合は，添え板

が製材や合板の場合に比べて許容耐力の25%割増しが

認められています。しかし，通常は鋼板に先孔をあけ

る必要があり，加工・施工の作業効率が低下します。

そのため，先孔をあけずに釘打ち機などで施工が可能

な鋼板添え板接合工法の開発を行っています。 

②木造軸組工法による寒地仕様準耐火構造外壁の開発 

（性能部防火性能科） 

　木造住宅の場合，建築基準法施行令に例示されてい

る防火構造の仕様では，壁体内に充填する断熱材の遮

熱効果が考慮されており，普通合板内装が認められて

いるのに対し，準耐火構造では断熱材の遮熱効果が考

慮されていません。そこで，北海道の住宅で使用され

ている断熱材の遮熱性能および高断熱仕様外壁の耐火

性能を適正に評価し，一般住宅に取り入れやすい準耐

火構造外壁を開発することにより，耐火性能を向上さ

せた住宅の検討を北方建築総合研究所と共同で行って

います。 

③分子生物学的手法を用いた腐朽判定技術の開発 

（性能部耐朽性能科） 

　北海道において，家屋に発生する腐朽はナミダタケ

を中心とした木材腐朽菌によるものです。その被害は

木造家屋の安全性を著しく損なうため，腐朽の症状が

進行する前に早期の対策を講じる必要があります。し

かし，現在使用されている手法では木材腐朽菌の同定

に多くの日数と労力を要し，早期予防に役立てること

が困難な状況にあります。そのため，DNAレベルで

のナミダタケの検出を迅速に行い，家屋腐朽を予測す

る技術の開発を行っています。 

④木質系廃棄物中に含まれる塗料および接着剤の溶脱

　と生分解性の解明　　　　　　（性能部接着塗装科） 

　木材は生分解性を有していますが，木質系廃棄物は

利用する上で問題視されています。これは，集成材や

家具，住宅部材に使用されている塗料や接着剤が生分

解性材料ではないと見なされているからです。木質系

廃棄物の有効利用の観点から，木質系材料に使用され

ている塗料および接着剤の溶脱，分解性の検討を行っ

ています。 

⑤窓の操作性評価技術の開発　　（性能部性能開発科） 

　高齢者の住宅において，窓の操作性に対する不満が

指摘されています。これは，日常の生活に不便さを引

き起こしているばかりではなく，災害時の避難を妨げ

るおそれもあります。そのため，北方建築総合研究所

と共同で，健常者，高齢者の窓の開閉操作特性，操作

性に対する評価について，操作力，操作速度，体勢変

化等の物理的要因と操作感の関係を実際の窓の操作実

験から明らかにし，操作性に優れた木製窓の開発を行っ

ています。 

⑥優良ハイブリッドカラマツの選抜および用途適性評価 

（利用部材質科） 

　ハイブリッドカラマツであるグイマツ雑種F1は，

初期成長が良好で，野ネズミの食害を受けにくく，材

のねじれが小さい，密度が高く強度が大きいなどの特

長を有しているため，コスト低減をするための育林シ

ステムの対象樹種として期待されています。そのため，

強度等の材質的に優れたグイマツF1家系を選抜し，

素材調査，製材歩留まり，実大材強度試験を行い，用

材品質を評価しています。 

⑦障害を持つ児童も楽しめる木製遊具の開発 

（技術部加工科） 

　北海道内において年間を通じて利用できる屋内遊戯

場は大変好評で，今後も増える可能性があります。さ

らに既存の屋内遊戯場に設置されている木製遊具にも

関心が高まっています。しかし，これらの遊具は健常

あな 
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児の使用を前提としているものが多く，障害を持つ児

童が楽しめる遊具の開発はほとんど行われていないの

が現状です。このことから，障害を持つ児童も楽しめ

る木製遊具の開発を行い，設計マニュアルの作成に取

り組んでいます。 

⑧道産木材を用いたルーバーの開発　（技術部機械科） 

　建築物の屋外側に取り付けられるルーバーやルーバー

庇は，日射遮蔽による省エネルギー効果が室内に取り

付けられるものよりかなり高くなります。既製のルー

バーには羽根板の角度調整や巻き上げの機能を有する

ものはほとんど見られません。したがって，日射量の

調整が困難で，曇天や雨天の日には室内が暗くなりす

ぎる欠点があります。そのため，羽根板の角度調整と

巻き上げなどの開閉機能を具備した，道産木材を用い

たルーバーの開発を行っています。 

 

<木材産業の体質強化を促進するための技術開発> 

①インサイジングに替わる難注入性道産材への薬液含

　浸技術の開発　　　　　　　　（利用部化学加工科） 

　北海道産の主要な造林木であるカラマツやトドマツ

は薬液の含浸が著しく悪い，いわゆる難注入性材です。

このような材に薬液を含浸する方法としては，材一面

に傷をつけるインサイジング処理によって注入性を改

善する方法が行われていますが，材表面に明瞭な刺傷

痕が残ること，処理によって強度が低下すること，処

理装置が高価なことなどの問題があります。これらの

問題を解決するために，材を部分的に圧縮してその後

温冷浴処理を行うことで，材表層部に選択的に含浸す

ることができる方法について検討を行っています。 

②開発製品の実用化促進のための市場性の調査 

（企画指導部経営科） 

　林産試験場の開発製品は，林産技術交流プラザなど

の普及事業を通じて，機会あるごとにPRしていますが，

さらに需要を促進するために，林産試験場開発製品の

うちで比較的市場規模が推定しやすい公共事業に活用

できる製品に的を絞り，需要規模の把握を行い，あわ

せて発注側の対象製品への意向調査を行っています。 

 

<未利用森林資源の活用を促進するための技術開発> 

①流木等木質廃棄物の改質技術の開発 

（利用部成分利用科） 

　豊かな森の形成過程において，大雨や台風など気象

災害が発生すると，枝葉，幼木にとどまらず，抜根，

大径木までも下流域のダム，河川敷に流出します。こ

れらの流出，漂流物の放置は景観のみならず，施設や

設備の破損を引き起こし，腐朽による汚水，悪臭発生

の原因となります。これまで，流木は舗装材，マルチ

ング材などに利用されてはいますが，土砂の混入や休

眠種子，病害虫，病原菌が懸念され，さらに一部の樹

種には生物成長阻害物質の含有が見られるため，幅広

い使用には至っていません。そのため，迅速かつ効果

的に休眠種子，病害虫や病原菌の失活，植物阻害物質

の無害化を図る改質装置の開発を行っています。 

②菌床栽培におけるシイタケの機能性付与技術の開発 

（きのこ部品種開発科） 

　シイタケの菌床栽培では，用いられる品種により栽

培特性は大きく異なるとともに，栽培技術が確立され

ていない部分も多くあります。また輸入品との競合に

よる価格の下落によって，生産者は不安定な経営を余

儀なくされています。そのため，新たな機能を付与し

て高付加価値を持ったシイタケの生産を行うための技

術開発を行っています。 

③針葉樹おが粉の利用に適した道産品種の育成 

（きのこ部生産技術科） 

　北海道内で資源量が豊富な針葉樹は，キノコ栽培で

は広葉樹に比べて敬遠されるおが粉原料です。しかし，

針葉樹おが粉の利用に適した品種を育成することにより，

培地材料の安定確保とキノコの安定生産に寄与するこ

とが可能になります。そのために，針葉樹おが粉を用

いた栽培に適した品種のキノコの育成を行っています。 

 

　おわりに 

　林産試験場では，より企業と密着した研究を行うた

めに，木材に関する様々な内容の技術相談や依頼試験，

現地技術指導，設備使用を通じて製品等の性能評価だ

けでなく，積極的に企業の技術支援，製品開発援助を

しています。さらに，新製品，新規分野開拓を行うた

めの公募型補助事業などへの協力も行っていますので，

気軽に相談していただきたいと思います。 

　さらに，製品開発技術者養成研修や基本技術研修，

実務技術研修の研修制度を通じて，人材の育成の援助

も行っていますので，林産試験場を有効に活用してい

ただきたいと思います。 

（林産試験場　企画課） 

 

ひさし しゃへい 
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平成14年度　林産試験場試験研究課題一覧 
 

林産試験場の試験研究のあらまし 
 

研究の基本目標 研究の基本的方向 試 験 研 究 課 題 課題区分 研究 
期間 

Ⅰ 木材利用の多様化 
 　を促進するための 
　 技術開発 

①カラマツ材を用いた人道橋の実用化研究 

②木質建材からのＶＯＣ放散と室内分布性状 

③家具等からのＶＯＣの放散と低減方法の検討 

④健康志向型木質系建材による居住性向上技術の開発 

⑤木質系融雪舗装材と自然エネルギーによるロードヒーティング・ 
　システムの実用化 

⑥窓の操作性評価技術の開発 

⑦障害を持つ児童も楽しめる木製遊具の開発 

⑧屋内外対応中型レイズドベッドの開発 

 
①木質廃棄物を原料とした敷料生産技術の確立 

②木質系廃棄物中に含まれる塗料および接着剤の溶脱と生分解性の解明 

③木造住宅解体材に含まれる防腐処理材の利用適性評価 

④釘付き廃木材の加工に関する要素技術の開発 

⑤木質廃棄物の再資源化を促進するリサイクルシステムの検討 

 
①道産エンジニアードウッドの新たな利用技術の開発 

②鋼板添え板接合工法の開発 

③表面化粧層が防火性能に及ぼす影響 

④高度の難燃性能を有する木質系防火材料の開発 

⑤木造軸組工法による寒地仕様準耐火構造外壁の開発 

⑥燻煙処理木材の性能評価および性能向上に関する研究 

⑦分子生物学的手法を用いた腐朽判定技術の開発 

⑧圧密化木材を用いた機能性床材ならびに床仕様の検討 

⑨木材の高耐久処理技術の開発 

⑩導電性物質を用いた発熱合板及び発熱複合パネルの開発 

⑪道産木材を用いたルーバーの開発 

①木製屋外遊具・ログハウスの維持管理技術開発 

②間伐材等を利用した土木構造物の仕様基準の開発 

③アカエゾマツ人工林材の材質評価 

④スギ育種種苗の品質向上を目指した材質検定 

⑤優良ハイブリッドカラマツの選抜および用途適性評価 

⑥ホルムアルデヒドキャッチャー剤の性能評価 

⑦等級区分された十勝産カラマツ材の強度性能評価 

プロ・民間 

プロ・産学官 

プロ 

 

民間 
 

道立 

 

民間 

プロ 

 

 

民間 

プロ・道立 

 

 

 

道立 

民間 

 

民間 

民間 

民間 

プロ 

プロ 

 

 

 

受託 

受託 

13～14 

13～14 

13～15 

12～14 

13～14 
 

13～14 

11～14 

14

13～14 

14～15 

12～14 

14～15 

13～14

14～15 

14～15 

13～14 

14～16 

14～16 

13～14 

14～15 

14 

13～14 

14 

14～15

12～14 

13～15 

13～14 

13～14 

14～15 

14 

14

１ 需要分野拡大のための 
 　木材利用技術の開発 
 

２ 木質資源のリサイクル 
 　技術の開発 
 

３ 木質材料の性能向上 
 　技術の開発 

４ 木質材料と異種材料 
 　との複合化技術の開発 
 

５ 木質材料の使用マニュ 
　 アルの充実 

（54課題：新規21，継続33） 
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林産試験場の試験研究のあらまし 
 

林産試だより　2002年６月号 

研究の基本目標 研究の基本的方向 試 験 研 究 課 題 課題区分 研究 
期間 

Ⅲ 未利用森林資源の 
　 活用を促進するた 
　 めの技術開発 

Ⅱ 木材産業の体質強 
　 化を促進するため 
　 の技術開発 

 

①インサイジングに替わる難注入性道産材への薬液含浸技術の開発 

②乾燥材の精密水分計測技術の検討 

③切削音による帯鋸の異常判断の検討 

④蒸気式乾燥装置内の温湿度および風速分布の適正化 

⑤高温乾燥対応の蒸気式乾燥装置自動制御システムの開発 

 
①針葉樹単板のフェノール樹脂接着特性に関する研究 

②道内資源を原料としたＭＤＦの検討 

③乱尺材対応型自動桟積装置の開発 

 ①開発製品の実用化促進のための市場性の調査 

①木質炭化物によるＶＯＣ吸着材料の開発 

②組織培養法による耐そ性物質の生産 

③イチゴ高設・長期どり栽培システムの実用化 

④ササ食品素材の安定化 

⑤流木等木質廃棄物の改質技術の開発 

⑥木質炭化物の化学処理による環境調和型資材の開発 

⑦樹皮及び木炭を用いた緑化資材の開発 

 
①未利用副産物を活用したきのこ栽培技術の開発 

②食用菌の生理的機能の利用に関する研究 

③菌床栽培におけるシイタケの機能性付与技術の開発 

④ナラタケ属キノコ種菌製造技術の改良 

⑤カボチャ種子を利用した食用きのこの新規培地材料の開発 

⑥きのこ道産品種の食味性向上技術の検討 

⑦針葉樹おが粉の利用に適した道産品種の育成 

 

 

１ 生産技術の改善・開発 

２ 生産工程の合理化 

１ 物理的・化学的手法に 
 　よる利用技術開発 

３ 開発製品の市場性の評価 

２ 微生物的手法による 
 　利用技術開発 

注）課題区分 
　　　プ　ロ：プロジェクト研究 
　　　受　託：民間企業からの受託研究 
　　　民　間：民間企業との共同研究 
　　　道　立：道立試験研究機関との共同研究 
　　　産学官：民間・大学・道立試験研究機関との共同研究　　 

13～15 

12～14 

13～14 

13～14 

14 

 
14 

12～14 

12～14 

 13～14 

 14～15 

12～14 

13～15 

14 

14～16 

12～14 

13～14 

 
11～15 

11～15 

14～16 

13～14 

13～14 

13～15 

14～16 

 

 

 

 

民間 

民間 

 

 

受託 

 

 

 

 

道立 

民間 

 

 

民間 

 

民間 

 

 

民間 


